
Ⅰ．はじめに

　奄美大島から西表島の山地に自生するオキナワウラジロガシ

（Quercus miyagii Koidz.）は，樹幹が通直で，大きいものは樹

高２０m，胸高直径２mにも達する（1）。また，材は硬堅で緻密

であることなどから（1），有用樹種として知られている。

　しかし，オキナワウラジロガシの苗は活着が悪く，移植が難し

いことから（5），根への損傷を抑えるためにポットなど容器を

用いた育苗が主流である。しかしながら，ポットで育苗した苗で

はルーピングといわれる根がうずまく現象が生じやすい。この

ルーピングは，移植後の活着やその後の成長に悪影響を及ぼすた

め，ルーピング等，根に負担のない育苗技術が求められている。

　そこで，異なる育苗容器を用いて成育させ，初期成長や根を中

心とした形態特性を比較し，容器について検討した。

Ⅱ．材料と方法

　材料には，２００１年１１月に鹿児島県大島郡天城町で採取した堅果

を用いた。採取後は湿潤状態で保管し，翌年３～４月に発根した

ものから育苗容器へ播種した。

　育苗容器は，一般に多く使用されているポリエチレンポット

（以下，ポット）の他に，スリット鉢，トレーとした（写真－１）。

スリット鉢は，容器の底面から側面にかけて放射状に８本の切り

込みが入っており，通気，通水両面に優れていることから，ルー

ピングしにくい鉢として販売されている。トレーは，５０個の細長

い鉢をつなぎ合わせたトレー状になっている。ポット，スリット

鉢は直径１０．５cm，深さ９．０cm，トレーは直径５．５cm，深さ１５cm

である。容積は，ポットおよびスリット鉢で４００ml，トレーでは

その半分の２００ml である。また，それぞれの容器の供試堅果数は，

ポット１２，スリット鉢３６，トレー２７とした。

　使用した用土は、赤玉土の細粒に１０％のバーク堆肥と１％未満

の籾殻くん炭を混ぜたものとした。また，全個体ともハウス内で

成育させ，灌水は毎日行った。

　堅果のサイズとして，長さ，幅，重量を測定した。発芽後は、

全個体について，２００２年４月～翌年９月まで，１０回にわたり苗高

を測定した。

　２００３年９月に全個体を容器から取り出し，ルーピングの有無を

目視で確認し，苗高，地際直径を測定した。

　また，各容器から１０個体ずつを無作為に抽出し，地上部・地下

部の乾重を測定した。乾重は乾燥器による絶乾重とした。なお，

地下部については，根の分布をみるため，地際からの深さ１ cm

毎の層別に切り分け，　丁寧に土壌などを洗い流し，それぞれの

階層毎の根の乾重を測定した。　

Ⅲ．結果と考察

　堅果のサイズは，長さ３．１±０．２cm，幅２．５±０．２cm，重量は

１１．６±２．０ｇであった。

　樹高成長の推移を図－１に示す。発芽後約２ヶ月までは３処理

区間での差はみられなかったが，その後は，スリット鉢とトレー

では成長の差はみられなかったのに対し，ポットでは急激な成長

がみられた。また，苗高だけでなく，根元径や地下部，地上部の

乾重についても，スリット鉢とトレーでは有意な差はみられな

かったが，ポットでは大きかった（表－１）。T ／R比については

容器による差はみられなかった（表－１）。トレーの苗がポット

よりも小さかったのは，トレーではポットよりも容器の容積が少
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異なる育苗容器で成育させたオキナワウラジロガシの

根系の発達と初期成長＊１

写真－１．使用した育苗容器
両写真とも左からポット，スリット鉢，トレー



なかったことが考えられる。一方，ポットと同じ容積であるにも

かかわらずスリット鉢で成長が劣ったのは，カシ類の根は乾燥に

弱いことから（4），スリット鉢の通水性から生じる乾燥が一要

因として考えられる。これについては，使用する用土や灌水状態

によって改善できる可能性がある。

　堅果の重量と初期の苗高との関係を図－２に示す。苗高データ

は，発芽後約４ヶ月後の２００２年７月１日の苗高を用いた。堅果重

と苗高との関係については，これまでに他の樹種について多くの

報告例があり，重い堅果ほど初期の苗高成長が大きいことが知ら

れている（2，3，5，6）。今回の結果においても，ポット，トレー

では，堅果重と苗高との間に有意な正の相関関係がみられ，とく

にトレーでは強い相関が得られた。一方，スリット鉢では，堅果

重量が大きな個体でも，苗高成長が小さいものがあるなど，有意

な相関はみられなかった。このことから，今回ポットとトレーで

は一般的な成長過程であったと考えられるが，スリット鉢では成

長が抑制されていることが推察される。

　ルーピングがみられた個体の割合は，ポットで９０％と最も多く，

スリット鉢で３０％であり（表－２），ルーピングしていない個体

でも，根は容器の下部に集中していた。トレーではルーピングは

みられず（表－２），主根は直下していた。図－３に，各容器に

ついて，切り分けた各層毎の根の乾重の平均値で示した。スリッ

ト鉢はポットに比べ，全体的に重量が少ないものの，分布形態は

似ており，最下部で大きかった。トレーでは，ポットおよびス

リット鉢とは逆に，下方向に向かい徐々に減少していた。これら

の結果から，トレーに比べ容器が浅いポット，スリットでは，伸

びた主根が容器の底に達したあと，根の伸長が歪められているこ

とがわかる。

　以上の結果から，各容器で育成した苗の特徴をまとめると，

ポットでは成長量は大きいものの，根の分布に偏りがあり，ルー

ピングが多い。一方，スリット鉢では成長不良が観察され，根の

分布も偏っていた。トレーでは，苗のサイズが小さかったが，
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表－１．苗の形状

トレースリット鉢ポット

２３．５±９．６２b２４．５±７．６４b４２．７±１５．６a苗高：H（mm）

３．９９±１．２０b３．８４±０．８９b　５．３１±１．１９a地際直径：D（mm）

３．００±１．７０b３．１７±１．３３b　５．５１±２．７８a地上部乾重：T（g）

１．５６±０．６４b１．８０±０．６９b２．９３±１．１３a地下部乾重：R（g）

２．４０±２．１２a２．０８±１．３３a１．８０±０．４３aT/R 比

播種から約１７ヶ月後の２００３年９月に測定
数値は，平均値±標準偏差
右肩のアルファベットは異なる文字間でturkeyの多重比較により５％の危
険率で有意差があることを示す

表－２．ルーピングの観察結果

ルーピング率（％）
ルーピング

無有

９０a１９ポット

３０b２１９スリット鉢

０c１９０トレー

右肩のアルファベットは，異なる文字間で１％水準で有意差があることを
示す。（Fisher の正確確率検定）

図－１．苗高成長の推移

図－２．堅果重量と初期の苗高との関係
有意水準：＊＊P＜０．０１；＊P＜０．０５；ns, not significant

図－３．根の重量分布



ルーピングはみられず，根の分布も偏りがなかった。オキナワウ

ラジロガシの育苗にあたっては，活着率の向上を目的とすれば，

まず主根の伸長を妨げることのない，今回用いたトレーのような

十分な深さを持つ容器が望ましいといえる。今後は，苗畑で成育

させた場合の根系との比較や，移植後の活着試験等を行う必要が

ある。
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